
改

正

後

改

正

前

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

第
三
十
四
条

法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
に
よ
る
申
請

書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条

法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
に
よ
る
申
請

書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
八

号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
、
成
年
被
後
見
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う
。以
下「
後

見
等
登
記
事
項
証
明
書
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
証
明
し
た
市
町
村
の
長
の
証
明
書
を
も
っ
て
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

七

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
み
、
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
を

除
く
。
第
六
十
五
条
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

（
削
る
）

八

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
後
見
等

登
記
事
項
証
明
書

八

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

九

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

九
〜
十
二

（
略
）

十
〜
十
三

（
略
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
判
定
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
三
十
四
条
の
二

法
第
四
十
条
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
判
定

の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

と
す
る
。

（
新
設
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

第
六
十
五
条

法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
十
五
に
よ

る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
五
条

法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
十
五
に
よ

る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
、成
年
被
後
見
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
後
見
等
登
記
事
項
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旨
を
証
明
し
た
市
町
村
の
長
の
証
明
書
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

（
削
る
）

八

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
後
見
等

登
記
事
項
証
明
書

八

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
三
号
及
び
第
五
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す

る
書
面

九

申
請
者
が
法
第
四
十
条
第
三
号
並
び
に
第
五
十
七
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る

書
面

九
〜
十
一

（
略
）

十
〜
十
二

（
略
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
評
価
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
六
十
五
条
の
二

法
第
五
十
七
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
評

価
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て

掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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